



















【方法】対象者は健常成人 6 名（24.0±3.2 歳）で，室内
灯以外の明かりを遮断した部屋で実験を行った．プロトコ













計処理は V1，左 A1 の O2Hb，MAP，HR，SkBF の 5 秒
毎の平均値を算出し，時間要因として一元配置分散分析を





【結果】V1 の O2Hb は，刺激開始後 20 秒程度でピーク
を示した．また V1 と左 A1 の O2Hb，MAP，HR，SkBF
の経時的な変化に有意差はみられなかった．課題前安静，
課題，課題後安静ごとのV1，左A1のO2Hb に対する MAP，
HR，SkBF には，全て有意な相関関係はなかった．  
 
【考察】経時的に V1，左 A1 の経時的な O2Hb の変化量
に有意差がなかった．被験者が 6 名と少なく，標準偏差も
大きいためと考えられる．しかし視覚刺激開始 20 秒間， 















図 2 左 A1 の O2Hb の経時的変化 
 
表 1 V1 の O2Hb との相関関係 
 
課題前安静 課題 課題後安静 
MAP 0.35 -0.17 0.04 
HR 0.44 0.05 0.08 
SkBF 0.24 -0.39 -0.35 
 
表 2 左 A1 の O2Hb との相関関係 
 
課題前安静 課題 課題後安静 
MAP -0.34 -0.47 0.57 
HR -0.34 -0.49 -0.17 













































課題前安静 課題 課題後安静 
P−7
